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	図 13〔PA/FA別〕ICS製品のセキュリティインシデントの可能性に対する認識
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	回答を得た業種は26業種。従業員規模では 300～1,000人の組織が回答の8割を占め、中小企業基本法に基づくと大企業とされる組織から回答を得られていることとなった。
	調査方法は、総務省統計局の日本標準産業分類（平成25年10月改定分）に準拠した各業界（表 1参照）で従業員300人以上を有し、制御システムを所有するアセットオーナ（2,308組織）に対してアンケートを郵送（必要に応じて直接取材、電話ヒアリングなども実施）する方法を採用し、318組織から回答を得た。（表 2参照）
	本資料は、産業用制御システム（Industrial Control System：以下ICS）のセキュリティ対策促進のため、ICSを利用しているアセットオーナのICSセキュリティに対する認識や対策状況を把握することを目的として、次の方法で調査した結果をまとめたものである。
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